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一　

は
じ
め
に

　

林
野
庁
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
岡
山

森
林
管
理
署
で
は
、
管
内
３
箇
所
の
国

有
林
（
高
梁
市
臥
牛
山
国
有
林
、
津
山

市
黒
木
国
有
林
、
奈
義
町
那
岐
山
国
有

林
）
で
設
定
さ
れ
て
い
る
檜
皮
採
取
対

象
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
対
象
林
は

現
在
１
０
０
年
生
以
上
の
ヒ
ノ
キ
林
と

な
っ
て
お
り
、
定
期
的
な
檜
皮
採
取
が

行
わ
れ
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
社
寺

仏
閣
等
の
檜
皮
葺
の
改
修
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
檜

皮
の
再
成
長
の
期
間
で
あ
り
、
令
和
６

年
～
８
年
頃
に
２
度
目
の
採
取
を
予
定

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

見
学
も
で
き
る
そ
う
な
の
で
、
檜
皮

生
産
に
興
味
の
あ
る
方
に
は
、
岡
山
森

林
管
理
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

五　

最
後
に

　

大
径
材
の
生
産
を
目
指
し
た
長
伐
期

施
業
を
進
め
る
森
林
所
有
者
に
と
っ
て
、

檜
皮
生
産
は
副
収
入
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
当
普
及
指
導
区
で

の
普
及
項
目
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
変
お
忙

し
い
中
、
快
く
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
岡
山
森
林
管
理
署
の
方
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
津
山
普
及
指
導
区　

長
畑　

弘
道
）

 

二　

檜
皮
と
は

　

檜
皮
と
は
、
屋
根
葺
き
材
と
し
て
用

い
ら
れ
る
ヒ
ノ
キ
の
樹
皮
で
す
。
一
般

的
に
、
樹
齢
70
年
～
80
年
以
上
の
高
齢

の
ヒ
ノ
キ
立
木
か
ら
採
取
さ
れ
、
一
度

採
取
す
る
と
、
次
に
同
じ
立
木
か
ら
檜

皮
を
採
取
で
き
る
ま
で
に
10
年
程
度
必

要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

檜
皮
の
採
取
は
、
伝
統
的
な
技
法
で

檜
皮
を
採
取
す
る
原も
と

皮か
わ

師し

と
呼
ば
れ
る

技
術
者
が
、
ぶ
り
縄
（
ロ
ー
プ
の
両
端

に
木
の
棒
を
結
ん
だ
道
具
）
を
使
っ
て

ヒ
ノ
キ
の
立
木
に
登
り
、
樹
木
に
影
響

の
な
い
よ
う
に
、
専
用
の
木
べ
ら
を
用

い
て
、
甘
皮
（
樹
木
の
形
成
層
）
と
絹

皮
（
甘
皮
と
樹
皮
の
間
に
あ
る
層
）
を

傷
つ
け
な
い
よ
う
残
し
て
樹
皮
を
剥
ぎ

と
り
ま
す
。

三　

取
組
み
の
経
緯

　

檜
皮
葺
の
構
造
物
は
国
指
定
重
要
文

化
財
だ
け
で
も
７
０
０
棟
あ
り
、
こ
れ

ら
を
35
年
周
期
で
葺
き
替
え
る
と
、
年

間
約
２
１
０
㌧
、
立
木
換
算
す
る
と
年

間
約
３
５
，
０
０
０
本
の
ヒ
ノ
キ
か
ら

の
檜
皮
が
必
要
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
檜
皮
を
採
取
す
る
原

皮
師
や
檜
皮
に
適
し
た
ヒ
ノ
キ
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
檜
皮
採
取
が

立
木
の
成
長
や
材
質
に
影
響
を
及
ぼ
す

と
の
懸
念
か
ら
、
採
取
に
協
力
す
る
森

林
所
有
者
の
方
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
檜
皮
の
安
定
供
給
体
制
の
整

備
等
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
岡
山
森
林
管
理
署
で
は
、
檜

皮
の
量
的
確
保
及
び
安
定
供
給
に
資
す

る
た
め
、
平
成
13
年
に
津
山
市
内
の
黒

木
国
有
林
を
「
檜
皮
採
取
対
象
林
」
と

し
て
設
定
し
、
檜
皮
の
販
売
に
関
す
る

協
定
を
、
文
部
科
学
大
臣
が
認
定
す
る

（
公
社
）
全
国
社
寺
等
屋
根
工
事
技
術

保
存
会
と
締
結
し
て
、
計
画
的
な
檜
皮

の
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

四　

津
山
市
黒
木
国
有
林

　

県
内
に
３
カ
所
あ
る
採
取
林
の
う
ち
、

当
指
導
区
内
に
あ
る
黒
木
国
有
林
は
、

津
山
市
加
茂
町
に
あ
り
、
１
５
７
．

３
４
㌶
の
う
ち
、
４
．
９
５
㌶
が
檜
皮

採
取
の
森
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
森
は
大
正
６
年
に
植
栽
さ
れ
た

ヒ
ノ
キ
林
で
、
平
成
28
年
に
初
め
て
檜

皮
を
採
取
し
、
清
水
寺
等
の
修
復
作
業

【
津
山
普
及
指
導
区
】

様
々
な
ス
タ
イ
ル
の
森
・

お
か
や
ま

　
　
〜
檜
皮
採
取
の
森
〜

ひ
わ
だ

国宝の京都市清水寺本殿

（R2.12.3改修工事完了）

檜皮採取対象林の様子

（黒木国有林（津山市））

黒木国有林　対象林の位置図

檜皮採取対象林
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一　

は
じ
め
に

　

吉
備
中
央
町
は
県
の
真
ん
中
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
、
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
、
真
ん
中
を
意
味
す
る
「
お
へ

そ
」
を
基
に
「
お
っ
へ
ぇ
そ
ぅ
！
お
か

や
ま
吉
備
中
央
町
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
森
林
面
積
は
、
約
27
千
㌶
、
森

林
率
は
72
％
で
す
が
、
人
工
林
率
は
28

％
と
低
く
、
ア
カ
マ
ツ
や
広
葉
樹
の
天

然
林
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
吉
備
中
央
町
農
林

課
で
は
、
４
名
の
職
員
の
方
が
森
林
・

林
業
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
主
な

業
務
と
し
て
は
、
町
有
林
で
の
造
林
事

業
、
森
林
法
に
基
づ
く
立
木
伐
採
届
の

指
導
、
森
林
管
理
経
営
制
度
の
推
進
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
な
ど
で
す
。

二　

森
林
経
営
管
理
制
度
の
取
組
み

　

令
和
元
年
度
か
ら
森
林
所
有
者
に
向

け
た
意
向
調
査
を
毎
年
１
地
区
ず
つ
実

施
し
、
そ
の
業
務
を
地
元
森
林
組
合
に

委
託
し
て
い
ま
す
。

　

世
代
交
代
等
に
よ
り
、
所
有
者
が
特

定
で
き
な
い
箇
所
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

森
林
所
有
者
か
ら
町
へ
森
林
の
管
理
を

委
託
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
既
存

の
森
林
経
営
計
画
に
含
め
て
施
業
で
き

な
い
か
な
ど
、
計
画
的
な
施
業
に
向
け

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

三　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
新

た
な
事
業
へ
の
取
組
み

　

町
で
は
、
今
年
度
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
試
験
的
な
取
組
み
を
３
つ

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
「
里
山
竹
林
整
備
実
証
実

験
業
務
（
竹
林
整
備
）
」
で
す
。
こ
の
事

業
は
、
管
理
が
行
わ
れ
ず
荒
廃
し
た
竹

林
を
伐
採
し
、
伐
採
後
に
広
葉
樹
を
植

え
る
こ
と
で
、
里
山
林
の
水
源
涵か
ん

養
機

能
や
生
物
多
様
性
保
全
機
能
の
回
復
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
竹
部
地
区
（
０
．
１
４

㌶
）
と
吉
川
地
区
（
０
．
０
２
㌶
）
の

竹
林
を
伐
採
し
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
等
を

植
栽
し
ま
し
た
。
ま
た
、
植
栽
後
５
年

間
は
下
刈
り
を
行
い
、
植
栽
し
た
苗
木

の
管
理
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
「
森
林
緊
急
間
伐
実
証
実

験
業
務
（
道
路
支
障
木
伐
採
）
」
で
す
。

道
路
沿
い
の
支
障
木
を
伐
採
し
、
か
ん

木
等
を
刈
り
払
う
こ
と
で
、
台
風
等
の

自
然
災
害
に
よ
る
道
路
や
電
線
の
イ
ン

フ
ラ
施
設
へ
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

道
路
沿
い
の
森
林
を
緩
衝
帯
と
し
て
整

備
す
る
こ
と
で
、
野
生
鳥
獣
の
集
落
へ

の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
小
森
地
区
に
お
い

て
支
障
木
伐
採
等
（
10
㍍
×
50
㍍
、
約

０
．
０
５
㌶
）
を
実
施
し
、
地
元
住
民

か
ら
は
、
見
通
し
が
よ
く
な
っ
た
と
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
「
町
有
林
を
活
用
し
た

針
広
混
交
林
の
モ
デ
ル
林
の
設
置
」
で

す
。
森
林
経
営
管
理
制
度
に
お
い
て
、

林
業
経
営
に
適
さ
な
い
人
工
林
の
管
理

方
法
と
し
て
、
管
理
コ
ス
ト
の
低
い
針

広
混
交
林
へ
の
誘
導
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
吉
備
中
央
町
で
は
、
森
林

所
有
者
に
具
体
的
な
施
業
方
法
を
提
案

す
る
た
め
に
、
上
田
西
地
区
の
町
有
林

（
約
０
．
４
㌶
）
に
針
広
混
交
林
の
モ

デ
ル
林
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ

の
モ
デ
ル
林
を
活
用
し
た
施
業
提
案
を

進
め
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
更
な
る

推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

四　

最
後
に

　

林
務
担
当
者
の
宮
田
課
長
補
佐
に
町

の
森
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
を
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ
、
「
町
民
の
森
林
に
対
す
る

関
心
が
薄
れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
町

が
率
先
し
て
森
林
整
備
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
町
民
に
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
森
林
整
備
の
理
解
が
広
が
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

当
普
及
指
導
区
で
は
、
今
後
も
、
吉

備
中
央
町
の
森
林
経
営
管
理
制
度
や
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
づ
く
り

の
取
組
み
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
岡
山
普
及
指
導
区　

六
車　

悠
人
）

生
き
活
き
！
林
務
の
現
場

【
岡
山
普
及
指
導
区
】

吉
備
中
央
町
農
林
課

道路支障木伐採状況

（小森地区）

県・町・森林組合と現地打合せ

（上田西地区）
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一　

は
じ
め
に

　

備
中
県
民
局
管
内
で
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

測
量
機
の
導
入
を
検
討
す
る
森
林
組
合

が
増
え
て
お
り
、
令
和
３
年
度
高
梁
川

流
域
森
林
組
合
長
協
議
会
に
お
い
て
、

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
機
の
活
用
に
つ
い
て
要

望
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

区
域
測
量
の
労
務
の
省
力
化
が
図
ら

れ
る
と
と
も
に
、
位
置
情
報
を
持
っ
た

施
業
履
歴
が
作
成
で
き
る
な
ど
、
Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
測
量
は
有
効
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

当
協
議
会
構
成
員
の
森
林
組
合
や
県
担

当
者
等
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

二　

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
に
つ
い
て

　

本
県
で
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
に
よ
る

造
林
補
助
申
請
が
平
成
26
年
10
月
か
ら

認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
精
度
が
低

い
な
ど
の
理
由
で
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。　

　

し
か
し
、
現
在
で
は
数
年
前
に
比
べ

て
衛
星
の
数
が
増
え
た
こ
と
、
機
器
自

体
が
小
型
軽
量
、
高
性
能
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
林
内
で
も
高
い
精
度
の
位
置

情
報
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
１
人
で
も
短
時
間
で
区

域
測
量
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
省
力
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

三　

研
修
会
の
内
容

　

令
和
３
年
12
月
10
日
（
金
）
、
矢
掛
町

内
に
お
い
て
、
管
内
森
林
組
合
及
び
㈱

ジ
ツ
タ
中
国
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
次

の
３
項
目
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
に
よ
る
造
林
補
助
申

　

請
に
つ
い
て

②
現
地
研
修
（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
実
習
、

　

ド
ロ
ー
ン
空
撮
デ
モ
）

③
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
各
班
計
測
デ
ー
タ
・
コ
ン

　

パ
ス
測
量
デ
ー
タ
の
比
較
、
ド
ロ
ー

　

ン
空
撮
写
真
の
オ
ル
ソ
化
等

　

研
修
会
で
は
、
平
成
26
年
度
に
県
が

導
入
し
た
「T

rim
b

le
G

e
o

7

」
と
令
和
２

年
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
る
「G

e
o

d
e

（
ジ

オ
ー
ド
）
」
と
い
う
２
種
類
の
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

測
量
機
を
用
い
ま
し
た
。G

e
o

d
e

は
、
県

内
で
も
い
く
つ
か
の
森
林
組
合
で
既
に

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

測
量
実
習
で
は
５
班
に
分
か
れ
て
、

「
岡
山
県
造
林
事
業
等
に
お
け
る
Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
測
量
機
使
用
基
準
」
（
以
下
、
「
使

用
基
準
」
）
の
条
件
を
確
認
し
な
が
ら
区

域
測
量
を
行
い
、
後
で
各
班
の
測
量
成

果
を
比
較
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
デ

モ
を
行
い
、
森
林
調
査
へ
の
活
用
に
つ

い
て
も
研
修
し
ま
し
た
。

四　

研
修
会
の
成
果

　

実
習
は
、
衛
星
取
得
条
件
が
悪
そ
う

な
現
場
を
選
ん
で
行
い
ま
し
た
が
、
各

班
と
も
多
く
の
衛
星
を
取
得
で
き
、
使

用
基
準
の
内
容
も
十
分
満
た
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
各
班
の
測
量
デ
ー
タ
を
比
較

す
る
と
、
特
に
条
件
の
悪
そ
う
な
箇
所

で
は
位
置
の
ズ
レ
が
大
き
く
出
ま
し
た

が
、
最
新
の
機
器
を
使
用
し
た
り
、
正

し
い
計
測
方
法
で
行
う
こ
と
で
、
測
量

精
度
を
向
上
で
き
そ
う
で
す
。

　

参
加
者
全
員
が
実
際
に
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測

量
機
を
使
っ
て
み
る
こ
と
で
、
測
量
労

務
の
省
力
化
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

五　

お
わ
り
に

　

林
業
事
業
体
等
の
森
林
施
業
の
省
力

化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
は
よ
り
一

層
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
、

今
回
の
研
修
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

引
き
続
き
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
を
含
め
た
ス

マ
ー
ト
林
業
技
術
の
導
入
や
活
用
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
倉
敷
普
及
指
導
区　

佐
藤　

雅
之
）

    ＧＮＳＳ測量実習

Trimble Geo7

Geode

    ドローン空撮デモ

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
等
の
活
用
に
係
る

研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

倉
敷
普
及
指
導
区
の
情
報
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春
先
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強

い
日
も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
山
火
事

が
非
常
に
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

県
で
は
３
月
を
「
山
火
事
予
防
運
動

月
間
」
と
定
め
て
、
県
民
の
山
火
事
予

防
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
過
去
５
年
間
に
２
８
５

件
の
山
火
事
が
発
生
し
42
㌶
の
森
林
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
た

き
火
の
不
始
末
、
枯
れ
草
焼
き
か
ら
の

延
焼
と
い
っ
た
人
の
不
注
意
に
よ
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

ひ
と
た
び
山
火
事
が
発
生
す
る
と
、

一
瞬
で
大
切
な
森
林
が
失
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

今
年
の
全
国
統
一
標
語
は
「
山
火
事

を　

防
ぐ
あ
な
た
の　

心
が
け
」
で
す
。

山
火
事
を
防
ぐ
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
心

が
け
、
大
切
な
森
林
を
み
ん
な
で
守
り
、

未
来
へ
と
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。

★
山
火
事
を
防
ぐ
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
強
風
・
乾
燥
時
は
火
を
使
わ
な
い

②
た
き
火
の
後
始
末
は
完
全
に

③
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
厳
禁

④
火
遊
び
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い

⑤
火
入
れ
や
野
焼
き
な
ど
は
一
人
で
し

な
い

⑥
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
許
可
を
受
け

よ
う

（
治
山
課　

保
全
班
）

３
月
は
山
火
事
予
防
運
動

月
間
で
す

一　

ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
状
況

　

ナ
ラ
枯
れ
は
、
ナ
ラ
類
、
シ
イ
・
カ

シ
類
の
樹
木
を
枯
ら
す
ナ
ラ
菌
と
そ
れ

を
媒
介
す
る
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
樹
木
の
伝

染
病
で
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
平
成
21
年
度
に
初
め

て
被
害
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
主
に
県

北
部
地
域
で
拡
大
し
て
お
り
、
令
和
３

年
度
の
被
害
量
は
、
12
月
末
時
点
で
約

25
千
㎥
と
な
り
、
昨
年
度
の
被
害
量
よ

り
は
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
も
の
の
、

県
南
部
地
域
で
も
新
た
な
被
害
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
被
害
区
域
は
拡
大
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

二　

ナ
ラ
枯
れ
対
策

　

県
で
は
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
、
令
和
３
年
３
月
に
岡
山
県
ナ
ラ
枯

れ
被
害
対
策
基
本
方
針
を
定
め
、
「
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
被
害
対
策
を
実
施

し
、
未
被
害
地
へ
の
被
害
の
拡
大
を
最

小
限
に
抑
え
る
」
、
「
被
害
を
受
け
に
く

い
森
林
へ
誘
導
す
る
」
の
２
つ
の
目
標

を
掲
げ
、
県
、
市
町
村
等
関
係
機
関
が

連
携
し
た
総
合
的
な
被
害
対
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
主
な
被
害
対
策
と
し
て

は
、
被
害
木
の
伐
倒
く
ん
蒸
に
よ
る
駆

除
、
健
全
木
へ
の
殺
菌
剤
の
樹
幹
注
入

に
よ
る
予
防
等
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
効
果
的
に
駆
除
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

が
羽
化
・
脱
出
す
る
前
の
５
月
末
ま
で

に
は
作
業
を
完
了
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

三　

終
わ
り
に

　

ナ
ラ
枯
れ
は
、
思
い
も
よ
ら
な
い
と

こ
ろ
で
発
生
し
、
そ
こ
が
発
生
源
と
な

っ
て
急
激
に
被
害
が
広
が
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
被
害
木
の
根
元
付

近
に
は
、
多
数
の
穿
入
痕
と
大
量
の
フ

ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
糞
と
木
屑
が
混
ざ
っ

た
も
の
が
見
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

ナ
ラ
枯
れ
が
疑
わ
れ
る
木
を
発
見
さ

れ
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
県
民
局
森
林

企
画
課
な
ど
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
治
山
課　

造
林
班
） 駆除対策（伐倒くん蒸）

たき火

40％

その他

12％

不明

7％

火遊び

1％

放火等

2％

ゴミ焼却

4％

タバコ

8％

枯れ草焼き

26％

岡山県内

山火事出火原因割合

（H29～R3の平均） 

ナ
ラ
枯
れ
被
害
と

そ
の
対
策
に
つ
い
て
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四　

最
後
に

　

今
回
、
10
代
か
ら
60
代
と
幅
広
い
年

代
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
特
に
若
い

方
の
参
加
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
自
然

に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
、
就
職
先
の

一
つ
と
し
て
検
討
し
た
い
な
ど
の
声
も

聞
か
れ
、
林
業
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を

実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
き
っ
か
け
に
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
林
業
に
魅
力
を

感
じ
、
新
た
な
担
い
手
と
し
て
岡
山
の

林
業
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
方

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
林
業
技
術
研
修
棟
に
は
常
設

の
「
林
業
就
業
相
談
窓
口
」
が
あ
り
、

対
面
で
の
就
業
相
談
の
他
、
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
興
味
が

あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
林
政
課　

普
及
指
導
班
）

一　

は
じ
め
に

　

県
で
は
、
林
業
の
担
い
手
を
確
保
す

る
た
め
、
令
和
４
年
１
月
８
日
（
土
）

に
、
県
森
林
研
究
所
（
勝
央
町
）
の
林

業
技
術
研
修
棟
に
て
「
晴
れ
の
国
お
か

や
ま
林
業
就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
林
業
へ
の
就
業
を
希
望
・

検
討
し
て
い
る
17
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

仕
事
内
容
等
に
つ
い
て
の
説
明
、
林
業

機
械
の
操
作
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

二　

林
業
就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

（
公
財
）
岡
山
県
林
業
振
興
基
金
及

び
市
町
村
が
相
談
ブ
ー
ス
を
設
け
、
林

業
作
業
の
内
容
や
人
材
募
集
の
状
況
、

各
種
支
援
制
度
等
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
実
際
に
林
業
の
現
場
で
働
か

れ
て
い
る
先
輩
従
事
者
と
意
見
交
換
を

行
い
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
談
な
ど
に
つ

い
て
、
熱
心
に
お
話
を
聞
か
れ
て
い
ま

し
た
。

 

三　

林
業
体
験

　

林
業
に
つ
い
て
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

に
よ
る
丸
太
切
り
体
験
や
グ
ラ
ッ
プ
ル

の
操
作
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

皆
さ
ん
真
剣
な
表
情
で
体
験
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
機
械
の
操
作
は
難

し
か
っ
た
が
楽
し
か
っ
た
」
「
実
際
に
体

験
で
き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
林
業
就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
し
ま
し
た

市町村ブースでの林業就業ガイダンス

チェーンソー丸太切り体験グラップル操作体験

　林業就業相談窓口

電話：（0868）20-1931

　オンライン相談の

　申込

http://www.okmoriren.or.jp/

soudankai/
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新
見
市
森
林
組
合

　

岩い
わ

﨑ざ
き　

亮り
ょ
う
た太

さ
ん
（
35
歳
）

　

今
回
は
、
新
見
市
森
林
組
合
の
岩
﨑

亮
太
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
岩
﨑
さ

ん
は
令
和
２
年
11
月
に
採
用
さ
れ
、
植

栽
や
伐
倒
な
ど
の
作
業
に
携
わ
り
、
２

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

 

一　

経　

歴

　

岩
﨑
さ
ん
は
、
埼
玉
県
熊
谷
市
の
出

身
で
、
東
京
の
ガ
ス
会
社
に
勤
務
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

林
業
と
い
う
職
種
へ
の
就
職
を
考
え

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
近
年
の
異
常
気

象
で
土
砂
災
害
等
が
増
え
る
中
、
治
山

に
興
味
を
持
ち
、
山
を
管
理
す
る
仕
事

と
し
て
林
業
が
浮
か
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

新
た
な
環
境
の
中
で
、
今
の
自
分
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
仕
事
を

す
る
た
め
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
決
意
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　

林
業
へ
の
就
職
活
動
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
就
職
サ
イ
ト
等
に
新
見
市
森
林

組
合
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、

興
味
を
惹
か
れ
た
よ
う
で
す
。

　

新
見
市
森
林
組
合
を
就
職
先
と
し
て

選
ん
だ
決
め
手
は
、
面
接
で
丁
寧
に
対

応
し
て
も
ら
い
、
事
務
所
を
訪
れ
た
際
、

雰
囲
気
の
明
る
さ
を
感
じ
て
、
こ
こ
な

ら
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
思

っ
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
就
職

前
に
は
、
図
書
館
等
で
林
業
に
関
す
る

本
を
読
み
、
現
代
の
林
業
に
お
け
る
課

題
や
山
林
で
起
き
て
い
る
問
題
に
つ
い

て
知
識
を
深
め
た
そ
う
で
す
。

二　

仕
事
の
内
容

　

一
年
目
は
、
植
栽
や
除
伐
・
下
刈
り

を
行
う
造
林
班
の
一
員
と
し
て
作
業
を

行
い
、
二
年
目
は
、
林
産
班
に
所
属
し
、

間
伐
・
皆
伐
で
の
伐
採
作
業
、
伐
倒
後

の
枝
払
い
、
玉
切
り
等
の
造
材
作
業
に

従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

三　

仕
事
へ
の
思
い

　

岩
﨑
さ
ん
は
真
面
目
な
方
で
、
仕
事

で
体
験
す
る
こ
と
は
す
べ
て
勉
強
だ
と

考
え
、
本
で
得
た
知
識
の
ほ
か
、
自
分

が
直
面
し
て
い
る
仕
事
か
ら
、
新
た
な

発
見
や
気
づ
き
が
あ
っ
た
時
、
や
り
甲

斐
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
現
場
作
業
で
の
経
験
や
研
修

で
得
ら
れ
た
知
識
を
通
じ
て
、
一
番
良

い
山
林
の
管
理
の
あ
り
方
と
は
何
か
に

対
す
る
答
え
を
自
分
で
導
き
出
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
場
で
の
様
々
な
作
業
の
習
得
と
、

同
じ
作
業
班
の
先
輩
方
の
岡
山
弁
に
慣

れ
な
が
ら
、
新
見
で
の
生
活
を
含
め
、

楽
し
く
仕
事
が
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

四　

上
司
か
ら
の
一
言

　

小
谷
班
長
に
伺
う
と
「
県
外
か
ら
来

て
ま
だ
一
年
余
り
で
す
が
、
指
示
し
た

こ
と
を
着
実
に
こ
な
し
、
将
来
が
楽
し

み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
着
実
に
技
術

を
身
に
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

 

五　

終
わ
り
に

　

Ｉ
タ
ー
ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
岩

﨑
さ
ん
の
林
業
に
対
す
る
熱
意
と
意
気

込
み
が
伝
わ
り
、
大
変
頼
も
し
く
思
え

ま
し
た
。
岩
﨑
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に

期
待
す
る
と
と
も
に
、
当
普
及
指
導
区

と
し
て
も
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
新
見
普
及
指
導
区　

岡
田　

和
久
）

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
す
！

伐倒後の枝払い作業

ヒノキの植栽作業

新見市森林組合　岩﨑亮太さん
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令
和
３
年
度
に
農
林
水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
普
及
連
携
部
普
及
推
進
課
で
開
催

し
た
研
修
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一　

林
業
機
械
体
験
研
修　

　

林
業
関
係
学
科
等
の
あ
る
高
校
生
や

林
業
体
験
を
希
望
す
る
高
校
生
等
を
対

象
に
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
な

ど
の
高
性
能
林
業
機
械
の
操
作
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
通
し
て
、

木
材
生
産
の
現
場
で
主
流
に
な
っ
て
い

る
林
業
の
一
連
の
作
業
シ
ス
テ
ム
に
触

れ
、
林
業
が
魅
力
あ
る
職
業
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

油
圧
回
路
、
電
気
回
路
な
ど
様
々
な
機

構
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
日

常
で
行
う
こ
れ
ら
の
点
検
や
整
備
に
お

い
て
、
専
門
的
な
知
識
と
技
術
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
今
回
は
検
電
器
を
用
い

て
、
油
圧
機
器
の
電
磁
弁
の
点
検
を
行

い
、
不
具
合
箇
所
の
特
定
や
対
処
方
法

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
即
時

で
の
修
理
が
行
え
な
い
場
合
で
も
、
修

理
の
依
頼
や
交
換
部
品
の
調
達
の
際
に

役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 
四　

伐
採
技
術
向
上
研
修

　

林
業
の
労
働
災
害
発
生
率
は
全
産
業

と
比
較
し
て
、
高
い
水
準
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
立
木
の
伐
採
作
業
中
に
発

生
す
る
労
働
災
害
が
多
く
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
安
全
な
伐
木
作
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
技
能
者
の
育
成

 

二　

森
林
作
業
道
作
設
研
修

　

岡
山
県
の
地
形
、
地
質
及
び
作
業
シ

ス
テ
ム
を
踏
ま
え
た
森
林
作
業
道
の
路

線
選
定
や
作
設
方
法
に
つ
い
て
、
基
礎

研
修
と
応
用
研
修
に
分
け
て
開
催
し
ま

し
た
。
基
礎
研
修
で
は
、
路
線
の
計
画

や
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
使
用
し
た
基
本
的
な

土
工
に
つ
い
て
学
び
、
応
用
研
修
で
は
、

平
面
・
縦
断
測
量
を
行
い
、
曲
線
の
設

定
や
作
図
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
技
術
を
身
に
付
け
、
現
場
に
生

か
す
こ
と
で
、
林
業
機
械
に
よ
る
労
働

災
害
や
森
林
作
業
道
を
起
因
と
す
る
自

然
災
害
の
低
減
及
び
労
働
生
産
性
の
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

三　

機
械
整
備
技
術
習
得
研
修

　

木
材
生
産
の
現
場
で
は
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
林
業
機
械
は
、
内
燃
機
関
、

が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
伐
木
技
能
者

が
職
場
内
外
の
研
修
で
「
技
術
を
伝
え

る
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
身
に
付
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
伐
倒
練
習
機
を
使
用
し
た

実
習
で
は
、
伐
採
に
必
要
な
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
技
術
や
質
問
や
対
話
に
よ
る
気
づ

き
を
活
用
し
た
新
人
の
育
成
方
法
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
人
材
育
成
に
係
る

知
識
と
技
術
を
備
え
た
指
導
者
の
育
成

に
よ
り
、
労
働
災
害
の
低
減
と
新
人
の

定
着
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

 

五　

お
わ
り
に

　

今
後
も
森
林
研
究
所
に
新
た
に
整
備

さ
れ
た
林
業
技
術
研
修
棟
を
活
用
し
、

地
域
の
林
業
を
支
え
る
多
様
な
担
い
手

の
確
保
と
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
普
及
推
進
課　

林
業
普
及
推
進
班
）

お
か
や
ま
の
森
林
・
林
業
を

支
え
る
担
い
手
の
育
成
に

つ
い
て

検電器による油圧機器の点検方法を学ぶ研修生

伐倒練習機による新人の指導方法を学ぶ研修生

フォワーダに木材の積み込みを行う高校生

バックホウによる盛土の施工方法を学ぶ研修生
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　岡山県では過去５年間で約４千５百万円の保険金が

支払われました。

　

県
で
は
、
県
産
材
の
需
要
拡
大
を
図

る
た
め
、
県
内
の
木
材
団
体
等
が
行
う

県
産
ヒ
ノ
キ
製
材
品
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
国

内
外
へ
向
け
た
販
路
開
拓
の
取
組
み
を

支
援
す
る
「
県
産
ヒ
ノ
キ
販
路
開
拓
支

援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
は
、
国
内
に
お
け

る
新
た
な
販
路
拡
大
の
た
め
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
等
の
企
画
立
案
、
販
売

促
進
・
商
談
活
動
、
製
品
開
発
等
の
取

組
み
に
つ
い
て
、
事
業
内
容
を
拡
充
し

支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
、
本
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
の
事
例

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
近
年
の
住
宅
着
工

数
の
低
迷
に
よ
る
製
材
品
出
荷
量
の
減

少
等
を
背
景
に
、
県
産
材
の
需
要
喚
起

を
図
る
目
的
と
し
て
、
新
た
に
岡
山
県

産
材
を
１
０
０
％
使
用
し
た
構
造
用
合

板
「
岡
山
県
産
材
合
板
」
の
製
品
開
発

を
行
う
も
の
で
す
。

　

県
内
に
は
構
造
用
合
板
の
加
工
業
者

が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
製
品
開
発
に
当

た
っ
て
は
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
が

行
わ
れ
る
県
内
の
森
林
か
ら
生
産
さ
れ

た
森
林
認
証
材
を
原
料
に
、
適
切
に
認

証
材
の
加
工
・
流
通
製
品
を
取
り
扱
う

県
外
業
者
（
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
業
者
）
に
製

造
を
依
頼
し
て
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
住
宅
部
材
へ
の
活
用
を
中
心

に
こ
の
製
品
の
普
及
が
進
む
こ
と
で
、

県
内
外
の
木
材
卸
業
者
や
工
務
店
等
へ

の
販
売
が
促
進
さ
れ
、
新
た
な
販
路
開

拓
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

県
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
木
材
団

体
等
が
行
う
取
組
み
を
支
援
し
、
一
層

の
県
産
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。（

林
政
課　

林
業
木
材
班
） 製品開発された「岡山県産材合板」

ＰＲのぼり

（岡山県森林組合連合会）

「
岡
山
県
産
材
合
板
」

の
製
品
開
発
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技能講習会の開催（４月～６月）

名　　　称 会場 日　　　程 申込・問合せ先

伐木等の業務に係る

特別教育
津山

４月12～14日、

５月18～20日 林業・木材製造業労働災害防止協会　

岡山県支部

TEL（086）236-7077
※15名以上の受講者がある場合は、「伐木等の業務に係る特別教

育」又は「刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育」の特別開

催（出張）を実施することができますのでご相談ください。

小型移動式クレーン運転
岡山 ５月19～20日

一般社団法人

岡山県労働基準協会

TEL（086）225-3571

津山 ６月６～７日

玉掛け

岡山
４月７～８日、５月７～８日、

５月12～13日、６月９～10日

和気 ４月14～15日

新見 ５月19～20日

津山
４月21～22日、

５月30～31日

フォークリフト運転

岡山
４月６日、16日、５月11日、

６月１日、18日

玉野 ６月23日

和気 ４月５日

新見 ６月16日

津山 ４月15日、５月27日

刈払

岡山 ５月27日

和気 ６月２日

笠岡 ５月20日、６月20日

津山 ４月20日

※詳細は申込先にお問い合わせください。
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●木　材（２月17日）

樹種 長さ 径　級 直材 小曲り 樹種 長さ 径　級 直材 小曲り

杉

３ｍ

１４～１６ 16 8（曲り）

桧

３ｍ

１４～１６ 32 20

１８～２０ 16 8（曲り） １８～２０ 22 20

２２～２８ 16 8（曲り） ２２上 21 19

４ｍ
１８～２２ 13 11

４ｍ

１６～１８ 27 25

２４～２８ 13 11 ２０～２２ 25 24

６ｍ １６～１８ ― 13 ２４～２８ 25 24

　・出荷材積　　　　　　　　　　　約1,700m3 ６ｍ
１６ 40 ―

１８～２０ 45 ―

（共販所より概況）

　杉概況 
　・並材3m､4m共に良い相場 
　・元木良材も強含みで取引き

　桧概況 
　・３ｍ並材は横這いで推移

　【3m】

　柱　材　強含み

　中目材　強含み

　【4m】

　中目材　強含み

　元　木　強含み

　【3m】
　柱　材　横這い

　中目材　横這い

　元　木　横這い

　【4m】
　柱　材　横這い

　中目材　横這い

　元　木　横這い

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値

単位：千円／ｍ3

林　　産　　物　　市　　況

●製　材（12月）

樹　　種 寸　　　法 等級 区分 安　値　～　高　値（円 /m3） 備　考

ス　　　ギ
正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ 100,000 ～ 110,000

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ 95,000 ～ 100,000

ヒ　ノ　キ

正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ 140,000 ～

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ 120,000 ～

正角４m　10.5cm角 特 等 Ｋ 140,000 ～

正角４m　12cm角 特 等 Ｋ 120,000 ～

マ　　　ツ
平角４m　10.5～12cm
　　　　　　×15～18cm

一 等 Ｋ 75,000 ～

米　マ　ツ

正角３m、４m　10.5cm角 特 等 Ｇ 95,000 ～

平角３m、４m　10.5
　　　　　　×15～21cm

特 等 Ｇ 90,000 ～

北洋アカマツ タルキ４m　3.8cm角 特 等 Ｋ 130,000 ～

ホワイトウッド 間柱３m　2.7cm×10.5cm 特 等 Ｋ 130,000～

注１：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。　注２：区分のＫとは人工乾燥材、Ｇとは未乾燥材のこと。

津山支店　/津山市高尾 580-1

岡山事務所 /岡山市北区芳賀 5325

TEL（0868）28-0256

TEL（086）294-1000
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〔〔林林地地除除草草剤剤〕〕ザイトロンフレノック微粒剤・ザイトロン微粒剤・フレノック粒剤・ケイピンエース

〔〔野野生生獣獣類類忌忌避避剤剤〕〕ランテクター水和剤・コニファー水和剤

〔〔幼幼齢齢樹樹保保護護カカババーー〕〕くわんたいⅡ　　　〔〔樹樹皮皮食食いい防防止止〕〕バークガード・美樹巻夫

〔〔樹樹幹幹注注入入剤剤〕〕マッケンジー・マツガード・他　〔〔野野生生草草食食獣獣侵侵入入防防止止〕〕防獣ネット・他

——    安安全全・・人人とと自自然然・・調調和和      ——
美美林林をを育育ててるる

造造林林木木をを野野生生動動物物のの食食害害かからら守守るる

販販売売：：日日植植アアググリリ株株式式会会社社　　　　　　　　　　販販売売元元：：大大同同商商事事（（株株））大大阪阪営営業業所所

                TTEELL..008866--229922--55552255                                              TTEELL..0066--66338844--11228888

お問い合わせ申込みは県森連・森林組合へ

緑の募金で進めようＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）
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Ｑ
．
保
安
林
の
立
木
を
伐
採
し
た

い
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

Ａ
． 
皆
伐
又
は
択
伐
（
天
然
林
）
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
立
木
伐
採
許
可

申
請
書
を
提
出
し
、
許
可
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
択
伐
（
人
工

林
）
又
は
間
伐
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
立
木
伐
採
届
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

○
皆
伐
の
場
合

　

毎
年
２
月
１
日
、
６
月
１
日
、
９
月

１
日
、
12
月
１
日
の
年
４
回
、
「
皆
伐

面
積
の
限
度
の
公
表
」
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
公
表
が
あ
っ
た
日
か
ら
30
日
以
内

に
、
伐
採
箇
所
、
樹
種
、
面
積
、
伐
採

方
法
等
を
記
載
し
た
立
木
伐
採
許
可
申

請
書
に
図
面
を
添
え
て
、
伐
採
箇
所
を

管
轄
す
る
各
県
民
局
森
林
企
画
課
又
は

各
地
域
事
務
所
地
域
森
林
課
に
提
出
し

ま
す
。

○
択
伐
（
天
然
林
）
の
場
合

　

伐
採
を
す
る
日
の
30
日
前
ま
で
に
、

伐
採
箇
所
、
樹
種
、
面
積
、
材
積
、
伐

採
方
法
等
を
記
載
し
た
立
木
伐
採
許
可

申
請
書
に
図
面
を
添
え
て
提
出
し
ま
す
。

提
出
先
は
「
皆
伐
」
と
同
様
で
す
。

○
択
伐
（
人
工
林
）
及
び
間
伐
の
場
合

　

伐
採
を
す
る
日
の
90
日
か
ら
20
日
前

ま
で
に
、
伐
採
箇
所
、
樹
種
、
面
積
、

材
積
、
伐
採
方
法
等
を
記
載
し
た
立
木

伐
採
届
を
、
伐
採
箇
所
を
管
轄
す
る
市

町
村
役
場
に
提
出
し
ま
す
。

　

申
請
に
対
す
る
許
可
又
は
不
許
可
の

決
定
は
、
皆
伐
に
つ
い
て
は
申
請
書
提

出
期
間
（
伐
採
限
度
公
表
の
日
か
ら
30

日
）
の
満
了
後
30
日
以
内
、
択
伐
（
天

然
林
）
に
つ
い
て
は
申
請
書
の
提
出
が

あ
っ
た
日
か
ら
30
日
以
内
に
、
書
面
に

よ
り
申
請
者
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
択
伐
（
人
工
林
）
及
び
間
伐

に
つ
い
て
は
、
指
定
施
業
要
件
に
適
合

し
て
い
な
け
れ
ば
伐
採
届
は
受
理
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
、
保
安
林
内
で
立
竹
の
伐

採
、
立
木
の
損
傷
、
家
畜
の
放
牧
、
下

草
、
落
葉
若
し
く
は
落
枝
の
採
取
、
土

石
若
し
く
は
樹
根
の
採
掘
、
開
墾
そ
の

他
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る
行
為
を
行

う
場
合
に
も
許
可
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
、
各
県
民
局
森
林
企
画
課
又
は
各
地

域
事
務
所
地
域
森
林
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
治
山
課　

保
全
班
）

ぼ
っ
け
ー
木
に
な
る
情
報

ぼ
っ
け
ー
木
に
な
る
情
報

◎
会
員
及
び
投
稿

　
　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す

　

事
務
局
で
は
、
会
員
の
方
か
ら
森

林
・
林
業
に
関
す
る
質
問
や
疑
問
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
等
、
身
近
な
話
題
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
会
員
も
継
続
し
て
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先
】

〒
７
０
１
　

―　

１
２
０
２

　

岡
山
市
北
区
楢
津
４
９
１
ー
１

　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

　

（
岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
内
）

　

☎
０
８
６
　

―　

２
３
６
　

―　

６
５
３
０

　

「
林
声
」
は
、
昭
和
26
（
１
９
５

１
）
年
に
創
刊
さ
れ
た
林
業
普
及
指
導

の
情
報
誌
「
林
業
普
及
」
を
継
承
す
る

形
で
、
昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
か
ら

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
年
の
出
来

事
と
し
て
は
、
石
原
慎
太
郎
の
デ
ビ
ュ

ー
作
「
太
陽
の
季
節
」
が
芥
川
賞
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。

　

「
お
か
や
ま
の
森
林
づ
く
り
の
あ

ゆ
み
」
（
平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
発

行
）
に
よ
る
と
、
昭
和
31
年
か
ら
「
林

声
ク
イ
ズ
」
が
始
ま
っ
た
と
の
こ
と
。

こ
こ
で
同
年
第
41
号
に
掲
載
さ
れ
た
ク

イ
ズ
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
が
□
の
□
野
政
□
の
重
点
は
こ
れ
ま

で
の
治
□
□
□
国
□
□
□
と
い
う
性
□

か
ら
脱
し
て
林
業
の
後
□
性
を
取
□
戻

し
て
森
林
の
生
□
性
を
□
め
経
□
性
の

□
上
を
図
ろ
う
と
言
う
所
謂
□
□
□
先

の
方
向
に
大
き
く
転
□
し
よ
う
と
し
て

い
る

　

ど
う
で
す
か
。
□
に
入
る
文
字
が
わ

か
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
、

次
号
（
第
42
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

引
き
続
き
「
林
声
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　

（
ア
マ
ビ
エ
）

務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

事

集
後
記

編

【会員の特典】

①県内情報誌「林声」年間６冊

②全国情報誌「林業新知識」12冊

③全国林業改良普及協会発行の

　専門誌が割引価格で購入可能

④関係イベントの案内

※年会費 2,500 円です。
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林

声

令
和
四
年
三
月
一
日
（
第
四
八
二
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

編
集　
　

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
内　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

発
行　
　

岡
山
市
北
区
楢
津
四
九
一

―
一

〒701-1202

「
美
し
い
里
山
公
園
」

　

今
回
紹
介
す
る
「
美
し
い
里
山
公

園
」
は
、
美
作
市
役
所
の
東
側
に
位
置

し
て
お
り
、
都
市
計
画
区
内
の
市
街
地

を
取
り
巻
く
豊
か
な
自
然
景
観
を
保
全

し
、
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
市
が
森

林
所
有
者
と
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
平

成
26
年
度
か
ら
約
４
百
㌶
の
公
園
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

公
園
を
管
轄
す
る
都
市
住
宅
課
が
公

園
内
の
縦
走
ル
ー
ト
、
林
道
整
備
、
遊

歩
道
の
開
設
等
の
ハ
ー
ド
面
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
政
策
課
が
公

園
内
の
森
林
に
つ
い
て
、
森
林
経
営
計

画
に
基
づ
き
広
葉
樹
の
更
新
伐
を
実
施

し
、
二
課
が
連
携
し
て
市
民
の
憩
い
の

森
林
・
林
業
施
設
の
紹
介

場
と
し
て
の
森
林
空
間
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

公
園
内
に
あ
る
藤
乃
森
広
場
・
塩
野

尾
山
広
場
は
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
が
敷
き
詰

め
て
あ
る
と
と
も
に
、
県
産
材
を
用
い

た
あ
ず
ま
屋
も
あ
り
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
整
備
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
内
の
各
所
に
自
生
す
る

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
は
、
３
月
下
旬
か
ら
４

月
中
旬
ま
で
が
見
頃
と
な
り
ま
す
。
中

で
も
林
道
北
原
線
か
ら
続
く
遊
歩
道
部

分
は
、
両
脇
に
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
乱
れ
、

さ
な
が
ら
ツ
ツ
ジ
の
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

山
歩
き
に
は
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
ご
家
族
や
お
友
達
と
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
勝
英
普
及
指
導
区　

上
野　

和
俊
）


